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トヨタ自動車東日本株式会社　須山工場 福田　翔    

今回のテーマを
含む
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新メンバーのフレッシュな目線で既存からの脱却！

慢性的な困り事を全員で解決し、目標より高い

成果を得る事が出来た事例です
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活動を始めるにあたり、上司と打ち合わせをしていると
「最近、マンネリ化してきているから新メンバーを中心にしてみるのはどう？」と
提案がありやる気満々の私、福田をテーマリーダーに据え、石川サークルリーダーと共
に核となり活動をスタートすることにしました。

活動計画はこのようになっており
各ステップ毎にリーダーを置き活動していきます。

各上位方針と、サークル方針を踏まえ
困っている作業や、やりにくい作業について話し合い
それらの意見を５件に絞り込み、評価をした所
「鋼材のメッキ出し準備に手間が掛かる」が1位となり、
これをテーマに活動をしていく事にしました。

テーマ選定するに当たり上司より「係方針に拘るよう」との話があったので
当たり前に行っている作業の中に潜む、YK作業を見つけ出す為、新メンバー２名の
新鮮な目線で見てもらい、問題点を挙げてもらいました
すると既存のメンバーから、「慣れボケかな、気にもしなかった」との声が上がり、
新たな目線で見る効果が出ていると実感。また、上司からのアドバイスにより
同じ係の「ばんぶーサークル」への聞き込みを実施。

絞り込んだ問題点をばんぶーサークルに展開し、意見を集約。
その結果「鋼材メッキ出し準備の手間」に最も意見が集まり、
係共通の困り事だと判りました
また、これが解決できれば係方針の、当たり前からの脱却
仕事をシンプルにスリムにコンパクトにするにも繋がると判断。
テーマに決定しました。

サークルレベルは、現在Bランク中位
課題であるﾁｰﾑﾜｰｸと活動運営に焦点を当て目指すはAランク
そこで、新メンバーの福田、石川を中心に課題の２項目をレベルアップさせ
サークル全体のレベルを上げて行きます。
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まず、メッキ処理について説明します。
メッキ処理とは表面処理の一種で、金属などの表面に薄い金属の膜をコーティン
グし、耐摩耗性を高めることをいいます。
処理後はこの赤色で囲われている画像の様になります。メッキ処理をすると
およそ30万回のプレス加工に耐える事ができるようになり、絞り加工や曲げ加工の、
パネルを成形する構造部に施しています、これらは全て外注で処理を行っています。

次に、メッキをする部品について調べました。
大きく分けて、金型本体、カム、鋼材の３つです
続いて、作業の流れです。
まず初めに、金型からメッキに出す部品を取り外します。
次にエアークッションで部品の養生をし、用意した入れ物に動かないように梱包し、
トラックに積み込み完了となります。

次に作業時間を調べてみました。
過去５車種のメッキ出し作業時間を調べると最大で１６５５秒掛かっており
工程別の内訳を見ると梱包に７８０秒掛かっていました
また、部品別梱包時間では鋼材に時間がかかっており
ここでは鋼材の梱包に時間が掛かっていることがわかりました。

次に、作業者別作業時間を見てみると
一番遅い福田と一番早い高橋さんで
３１５秒の差がある事がわかりましたが
内訳を見るとベテランでも梱包に時間がかかっていることがわかりました。

これまでの現状把握をまとめると、
メッキ出し作業の中で“梱包”に780秒掛かっている
梱包部品の中で“鋼材”に時間が掛かっている
新人とベテランの梱包時間に差がある
ベテランも梱包に時間が掛かっているということが判り、管理特性を“
鋼材の梱包に時間が掛かっている“として、対策を進める事にしました。

目標の設定です。
メッキ出し鋼材の梱包時間を２０２２年１０月末までに５０％短縮
390秒にする事を目標に活動をすることにしました。
この目標は課方針である
作業工数低減に貢献する為にメンバー全員で考えたチャレンジ目標です。
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特性要因図を用いて
“鋼材の梱包に時間が掛かるについて
要因を洗い出したところ、推定主要因として、「入れ物と梱包材を都度選定して
いる」と、「鋼材のサイズがバラバラで荷姿に迷う」の２点が挙げられ、検証を進め
る事にしました。

「入れ物・梱包材を都度選定している」についてヒアリングを行いました。
入れ物ではパレット、部品箱、段ボールの３つ、隙間を埋める梱包材ではウエス、ゴ
ム板の２つ。使用頻度をグラフ化すると入れ物、梱包材共に毎回違うとの意見が多
数挙げられました。標準はないのか？上司に聞くと「手順はあるが、標準を決められ
ず、作業者任せになっている」と嘆きがこぼれ、このことから「入れ物と梱包材」は作業
者の判断で選定されており、悩みながらの作業になっていることが分かり、主要因とし
て断定することにしました。

次に「鋼材の大きさがバラバラで荷姿に迷う」について調べました。
作業者別グラフの梱包の部分を細分化してみると、“荷姿検討・確認調整“と
考えている時間が長い事が判りました。特に新メンバーは考える時間が長く、
ベテランを含めた平均でも、梱包作業の約６割を思考に費やしており
改善の余地ありと判断。一品一様の為、作業者任せになっている作業であり
こちらも主要因と断定し、対策を検討していくことにしました。

対策の立案を系統マトリックス図で評価をしたところ
「既存パレット改造」と「梱包治具製作」の評価点が高く、これらをまとめて
メッキ出し専用パレットと梱包治具を製作！となりました。
早速次回会合から対策の検討を進めます。

専用パレット製作について、過去の製品を参考に必要な大きさを決めることにし
ました。すると鋼材一つの最大サイズと個数から、６０㎝四方のスペースが必要
と判明。しかし、既存のAパレットではスペースが余り、余計なスキ埋め作業が発
生してしまいます。また、メーカーの方にもヒアリングした所、小さいパレットの方が
助かるとのお話でした。
丁度良いサイズのパレットが職場には無く、上司に相談した所、関連部署より
希望サイズに近いBパレットを貰える事となりました。

梱包治具について話し合いを行うと、メンバーから予め鋼材の部屋を作ってみて
は？とアイデアが出されました。サイズがバラバラな鋼材に対し一定の仕切りの為、
ガタツキ等が心配されましたが、「まずはやってみよう」の一言で、試行することに。
決められた部屋に置くので、配置は迷わなくなりましたが、小さい鋼材だと、スカス
カになり、結局、元の様に梱包材でスキを埋める作業が必要になり、効果はイマ
イチ。鋼材の固定方法が課題として残ってしまい会合も不穏な空気が流れ始め、
中断してしまいました。
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話しがまとまらず嫌な感じで過ごしていた日、出張帰りのメンバーから
ツール棚の話題があがり、カッコよくまとめられた工具に見ていると変わった工具の
保管方法を発見。
工具の周りに棒を差し込んで固定しており、見た目と使いやすさに感心していると、
もしかして、鋼材でも同じようにできるのでは？と、なんとなくイメージが湧いてきま
した。

浮かんだイメージを具現化する為、工場内を散策して情報収集
その時、機械係長谷川組長に遭遇し経緯を説明すると、「ウチに実物はないが、機
械屋さんには機械加工する時に使う“ハチノス定盤”というものがあるんだ」と資料を
見せてくれました。ハチノス定盤とは、その名の通りハチの巣の様に無数に穴が空いて
おり、その穴を使いワークのサイズ合わせ自由に固定できる万能定盤との事。
この形ならいけるかもと感じ、メンバーとイメージの共有を図ることにしました。

会合にて早速、ハチノス定盤について情報展開し、ツール棚のイメージと共に伝
達！これにメンバー全員から賛同をもらえたので話を進め土台はハチノス定盤を
オマージュした形、そこにピンを差し込み固定となり、完成イメージも共有できたと
ころで残材を使用して
試作品を製作することにしました。

早速、試作品を作ってみました
土台部は段ボールに穴を開け、ピンは残材の丸パイプを使用しました
メンバーからの意見として「土台が柔らかいと強度不足だよね」「ピンを挿す穴部も
強度が必要だね」などの意見が挙がり皆で話し合うと土台も穴も強度が命！硬
くて丈夫な構造にしようと話がまとまり早速検討してみることに。

土台の穴をどういう仕様にするか対策案を系統マトリックス図で評価したとこ
「鉄パイプを敷き詰める」が１位となりこちらに決定。

次に土台に差し込むピンのサイズや材質を考えていると、上司から「強度と緩衝
性も意識してくれ！」とアドバイスをもらい、評価を行いました。
まずピンの径は、強度・作業性・コストで評価をし、「φ16」を選定。
次に長さは、過去の製品を参考に「15㎝」としました。最後に材質は、強度・緩
衝性・コストで評価をし「軟鋼丸棒＋ゴム」に決まり、ピンの概要が決定しました。
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対策の実施。
材料取り・ピン製作・土台製作の３班に分かれてスタート。
パイプと丸棒を寸法通りにカットし、バリ取りを実施。
丸棒にゴムを巻き付け、まずはピンの完成です。
そして新メンバーの２人のチームワークもレベルアップ。

次に、土台の製作に掛かります。
カットしたパイプを並べ、となりあわせたところを溶接。
半分ずらしてまた並べ、溶接。これを何度も繰り返し、完成です。
こちらが完成したメッキ出し専用パレットです。
早速、試行に取り掛かります。

早速、作業時間計測スタート
鋼材を配置し、ピンを刺し、動かないか確認をし、完了です。
以前の梱包作業のフローから「荷姿検討」の項目を無くす事で、「敷き詰め」も
「ピンを入れる」だけになり、SSC項目である作業のシンプル化を実感！
効果の確認をしていきます。

活動後のサークルレベルです。課題としていた２項目は
中心となるメンバーを決め活動を行った事で、狙い通りのレベルアップを達成。
しかし、サークルの大きな目標である“全項目４以上”には届いておらず
次回の活動も、未達の項目を中心に挑戦していきたいと思います。

標準化と管理の定着は５W1Hを用いて、このように進めました。
手順が定まらず長年悩んできた作業が標準化され上司もニッコリ！
活動のまとめと今後の進め方。
良かった点は、新旧メンバー力を合わせ納得の行く対策が出来たのでチームワー
クを活かし更なるレベルアップを目指します。
しかし反省点として、対策の検討と実施に時間が掛かってしまったので次回は周
りを巻き込むことで、スムーズで効率的な活動になるようにしたいと思います。

活動前「780秒」掛かっていた鋼材梱包作業ですが、
活動後は、目標を上回る「272秒」と「65％」の低減をすることができました。
また、専用パレットにした事で、作業時の悩み・迷いもなくなり、YK作業を減らす
ことができました。付帯効果としてトラックのドライバーより、「パレットにしてくれたこ
とで、輸送前の固縛が楽になって時間も短縮できるよ！」と思いがけないうれしい
言葉を頂き、活動の成果を実感しました。


